
 

 

BondScore：連帯感醸成によるピアノ独習者のための      

練習動機づけ支援システム 

森 郁彌†   西本 一志†   小倉 加奈代† 

本研究では，ピアノ演奏練習における孤独感を解消するために，同じ曲を練習している他の人と

楽譜への書き込みを共有するシステム BondScore を提案する．本システムにおいて，まず練習者は
曲に対して思ったことを楽譜に書き込むが，これは他の練習者とも共有される．これにより普段自

分一人の心の内にしまっておかざるを得ない考えを他人と共有できるようになり，ピアノ演奏練習

の孤独感が緩和され，ピアノ演奏練習へのモチベーションを維持・向上できるのではないかと考え

た．初期的なユーザスタディを行ってみたところ，一定の有用性が確認できた． 

BondScore: A System for Motivating Piano Practice by Fostering       
Feeling of Togetherness among Self-teaching Piano Learners  

FUMIYA MORI†      KAZUSHI NISHIMOTO†      KANAYO OGURA† 

This paper proposes a system named “BondScore” for sharing private annotations to a piano score with some 
other piano learners who are practicing the same piece for alleviating isolated feelings in a self-teaching of 
piano practice. Using BondScore, the piano learner annotates on the score for him/herself, which are 
transferred to other piano learners who are practicing the same piece and shown on their score. Thus, 
BondScore bonds the piano learners who are tackling with the same piece and provides them a score-mediated 
communication channel to motivate piano practice by fostering feeling of togetherness among self-teaching 
piano learners. We conducted a pilot study and confirmed a certain usefulness of BondScore. 

 

1. はじめに 

近年電子楽器の普及により，これまで高価であった

楽器を手に入れやすくなり，趣味でピアノを弾いてみ

ようと思った人が誰でも気軽にピアノ演奏に取り組め

るようになっている．また，子供の頃はピアノを習っ

ていたが今は習っておらず，独学でピアノを練習して

いるという人も多い． 
このようなピアノ独習者においては，ピアノを習っ

ている練習者と違いレッスンというものがなく，レッ

スンまでのノルマやそのノルマの達成のために一日に

これだけは弾かないといけないといったような，練習

継続のための「外からの動機づけ」がない．よってピ

アノ独習者は自分自身の意志に基づく「内からの動機

づけ」のみによって練習を継続しなければならない．

しかし，ピアノ練習は基本的に一人で行う個人作業な

ので孤独感に苛まれ，結果として内からの動機を維持

できず，途中で挫折してしまうことが非常に多い． 
孤独な個人作業を継続するための動機づけ要因とし

て，我々は「緩い連帯感」に着目する．大学入試など

に向けた受験勉強も非常に孤独な個人作業の一つであ

り，多くの人はしばしば挫折しそうになる．特にいわ

ゆる「宅浪生」のような，他者との交流からほぼ完全

に隔絶された孤立環境にある場合，受験勉強継続の動

機を維持することは極めて難しい． 
このような状況において，ラジオの深夜放送が非常

に重要な役割を果たしているのではないかと我々は考

える．ラジオでは，葉書やメールなどによるリスナー

からのメッセージを通じて，聴取者間に連帯意識やシ

ンパシーが生み出されることが指摘されている[1]．
深夜放送は，受験勉強に取り組んでいる全国の受験生

が多数聴取している．放送の中では，リスナーからの

お便りとして受験勉強のつらさや合格後の夢などが読

み上げられる．このような深夜放送を介したわずかな

コミュニケーションを通じて，互いに全く見知らぬ関

係であるにもかかわらず，受験という共通の目的に取

り組むリスナー同士の間にある種の緩やかな連帯感や

共闘感が生じる．これが「外からの動機づけ」として

機能することによって，受験勉強というつらく孤独な

個人作業をどうにか乗り切ることを可能としている側

面があると推測される． 
本研究では，「緩い連帯感」をピアノ独習に採り入
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れることによって，ピアノ独習という個人作業に対し

て外からの動機づけを提供し，ピアノ独習の途中挫折

を回避させることを目指す．世界には，同時期に同じ

楽曲を独習している人は多数存在する．通常これらの

独習者同士がコミュニケーションをとりあうことは無

く，互いの存在に気づくことすら希である．しかし，

これらの独習者は，共通の目的に取り組んでいるため，

連帯感を持つ下地を有していると考えられる．そこで，

これらの独習者をなんらかのメディアを介して接続し，

互いの存在に気づかせ，相互にコミュニケーションを

とりあうことを可能とすれば，深夜放送の場合同様，

そこに緩い連帯感が醸成される可能性があると考えら

れる． 
独習者同士を接続するためのメディアとして，既存

の SNS などを使用する方法も考えられる．しかしな

がら，受験勉強における深夜放送の場合と同様，ピア

ノの練習をしているまさにそのときに，同じ曲を練習

している者と繋がりあえることが重要であると，我々

は考える．そこで我々は，練習時に使用されている

「楽譜」をメディアとして用いる．同じ楽譜を使用し

ている練習者間にコミュニケーションチャネルを提供

すれば，同じ曲を練習している者同士だけを繋ぎあう

ことは容易に実現される．またピアノ練習時に，楽譜

に弾き方や注意事項，曲想などを書き込むことは一般

的によく行われる．この書き込みを，深夜放送におけ

る「リスナーからのお便り」に相当するものとみなし，

同じ曲を同時期に練習している独習者の間で共有する．

こうして楽譜を媒介として，孤独な個人作業であるピ

アノ独習に，同じ目的を有する見知らぬ他者とのささ

やかなコミュニケーションを導入し，もって独習者間

に緩い連帯感を醸成することを目指す． 
以下，本稿では構築した楽譜を媒介としたピアノ独

習者間における連帯感醸成システム BondScore の構成
と，初期的なユーザスタディについて述べ，本システ

ムの有用性について検証する． 

2. 関連研究 

2.1 ピアノ演奏練習に対するモチベーション支援 

ピアノ演奏練習に対するモチベーションを支援する

研究としては，練習にゲーム要素を付加するものが多

く あ る ． 例 え ば Musical Instruments Practice  
Supporter[2]では，単調なピアノの基礎練習に対し，
練習と連動してキャラクターが成長し，それを仲間と

戦わせるというゲーム要素を付加することにより，ピ

アノ演奏練習に対するモチベーションの向上を目指し

ている．しかし，ゲーム要素を用いることには問題が

あると考える．まず，ピアノ練習者が本来やるべき事

はゲームではなくピアノ演奏であり，ゲーム要素が本

来の目標の焦点をずらしてしまっている．また，ゲー

ムという音楽以外の要素を用いるので，ゲームに興味

がない人，もしくは興味があったとしてもそのゲーム

が好みではない人が存在し，そのような場合は効果が

得られなくなってしまう． 
よって本研究では練習者によって効果が変わらない

よう，練習者が元々興味を持っているピアノ演奏に関

わった要素，具体的には楽譜への書き込みを用いたモ

チベーション支援を考える． 
2.2 ピアノ演奏練習における孤独感の解消 

ピアノ演奏練習における孤独感について，ピアノ演

奏者や指導者も指摘しており[3,4]，ピアノ練習におい
て無視できない問題となっている．このような孤独感

への対処としては，インターネット音楽レッスンにお

ける BLOG 利用などの例がある[5]．これは インター
ネット音楽レッスンの生徒の講師に対する悩み相談を

BLOG 上において行い，同じような悩みを持っている

他の生徒もそれを共有できるようにすることで，生徒

のやる気を出したり，仲間意識を持たせたりしている． 
このような仲間意識は孤独感を解消するには有用だ

と考え，本研究では個人で行うピアノ演奏練習に何ら

かの仲間意識を生み出させるような共同・協調作業を

組み込むようにする．しかし，BLOG 等を用いたので

は練習と少しかけ離れてしまうので，本研究では練習

時に使用する「楽譜」を用いることにする． 
2.3 動機づけ理論とピアノ演奏練習 

動機づけに関して，これまでにどのような研究が行

われているか概観する．動機づけに対するアプローチ

は大きく「認知」「情動」「欲求」という３つの要素を

それぞれ重視するものに分けられる．「認知」は，あ

る行為の「可能性×価値」を測ることにより動機づけ

が行われる．「情動」は，恐怖によって危険に対する

行動が促される等の感情を起因とした動機づけと考え

られており，フロー理論[6]などがここに含まれる．
「欲求」は，欲求階層説[7]自己決定理論[8]のように，
いくつかの欲求により動機づけが起こると考えられて

いる．このように大枠としては 3つの要素に分けられ
重視されてはいるが，実際には相互に影響を及ぼす関

係となっている． 
このうちフロー理論の文献[6]において，人と人と

のつながりにおける記述がある．調査の一つにおいて，

被験者が行なっている活動について，その活動が楽し
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い理由を聞いている．この対象に「ピアノ演奏者」は

いなかったが「作曲者」はおり，その理由において，

作曲者は「友情，交友」に対する評価が低かった．そ

の一方，自身の活動の特性が典型的に現れている時の

感覚（「作曲者」の場合，作曲という活動の特性が典

型的に現れていると思うときに感じる感覚はどのよう

な感覚に似ているか）を問うと「友情とくつろぎ」の

因子が大きく出ている．作曲者とピアノ演奏者を完全

に同じように扱うのには無理があるが，音楽に対して

一人で向かう，という共通点があり，同様に扱う要素

もあると考える．つまり，元来一人で音楽に向かう活

動は人との関係性を求めるのではなく，音楽に対して

「友情とくつろぎ」（もしくはそれに似たもの）の感

覚を感じるものと考えられる．このような音楽との対

話的感覚はそう簡単に至れるものでもなく，これがピ

アノ演奏者が孤独状態に陥る要因ではないかと推測す

る． 
これより，音楽に対して「友情とくつろぎ」の感覚

が得られていない状態でそれを補う関係性を提供する

ことは，ピアノ練習者のモチベーション支援にもつな

がると考える． 

3. システム概要 

BondScore は，同じ曲を練習しているピアノ独習者
が練習中に思ったことを他人と共有できる楽譜である．

まず，練習者はタッチディスプレイに表示された楽譜

を見て練習を行う．そして練習中何か思ったことがあ

れば，ディスプレイの楽譜上に指で楕円を描き，書き

込みを行う範囲を指定する．すると描かれた楕円に外

接する矩形の領域にラベルが表示され，そこにコメン

ト（匿名）を書き込めるようになる（図 1）．文字の
入力はワイヤレスキーボードで行う．書き込んだコメ

ントやラベルは表示・非表示を選択できる．このラベ

ル作成は他の練習者も随時行なっているので，練習ご

とに自分が作ったラベルと他の練習者が作ったラベル

が増えていく．ラベルは練習開始時にそれまでに作成

されたものがすべて表示された状態になり，これまで

のラベルやコメントの様子が分かる．これにより，

「他の練習者の存在」が意識でき，さらに普段は自分

一人の心の内にしまっておかざるを得ない考えを「ラ

ベル」という形で他の練習者と共有することが可能に

なる．加えてラベルのコメントを読むことで自分の考

えに対して他の人の考えが，他の人の考えに対して自

分の考えが影響を与えていくことにより，他の練習者

との「緩い連帯感」が醸成されると考える． 

また，それぞれのラベルには追加でコメントできる

機能がついており，自分の作ったラベルに更に追加で

 
図1  システムの基本機能 

 
図2  コメントの追加 

 
図3  システム使用の様子 
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書き込んだり，他の練習者が作ったラベルに書き込ん

だりすることができる（図 2）． ラベルを介したコミ
ュニケーションも提供することにより，より仲間意識

が生まれるのではないかと考える． 

4. 実験 

3 人の被験者に 2 週間程度 BondScore を使用しても
らい，その使用の様子（図 3）をビデオで撮影した．
実験期間終了後にはアンケートを記入してもらった．

それらに加え，練習時に作成されたラベル・コメント

のログにより，システムの有用性に関する検証を行っ

た． 
被験者はいずれも昔はピアノを習っていたが今は独

学状態の 20 代大学院学生，男性 2 人女性 1 人である．
また練習してもらった曲は F.ショパンの Grande Valse 
Brillante.の 5 ページ目までである．練習日時は被験者
の都合を考慮してこちらで指定し，1 回の練習時間に
ついては「最低 15 分間は練習してください」との教

示を行った． 

5. 結果と考察 

5.1 コメント数 

作成されたラベルの数，および書き込まれたコメン

トの数とその内訳を表 1に示す．ラベル総数に関して
は，想定よりも少ない結果となった．これは被験者全

員が指定した練習曲を練習するのが初見であり，また

練習曲を難しいと感じていたため，コメントを書く余

裕がなかったからではないかと推測される．ビデオの

様子やログを見ると，ラベルやコメントをする時間帯

の 8 割以上が練習開始 15 分以上を過ぎてからであり，
他の人のコメントのチェックもそれほど頻繁には行わ

れなかった．ラベルやコメントの作成以前に，とりあ

えず弾いていかないといけない，といった意識があっ

たように見うけられる．つまり，練習の最初の段階で

は本システムが提供するようなコメント共有の効果は

少ないと思われる．しかし練習初期段階においてはま

だモチベーション高いまま維持されていることが多い

と思われるので，この点については問題がないと考え

る．本システムは練習モチベーションが下がってくる

練習が進んだ段階でより効果を発揮してくるであろう． 
5.2 コメントの内容 

コメントの内容についてはほとんどが被験者にとっ

て難しいと感じたところにラベルを付け，書き込みを

したものであった．具体例を挙げると「左手の着地に

失敗する」「ナチュラルフラットで少々混乱」「ここが

まずい」など演奏に関する内容である．また，指使い

を聞くなどの他の人への質問コメントもあったがこれ

らへの返答はなく，特に質問文となっていない書き込

みに対して「同じく」「賛成」などの簡単な応答コメ

ントが見られた．質問に対する返答がないとモチベー

ションの低下が懸念されるが，これは被験者数が増え

てくれば避けることが可能であると考える．それに加

え，今後質問コメントが付いたラベルの表示を目立た

せるような工夫も考慮していけば万全であろう． 
5.3 他の人へコメントしない被験者 

次に特徴的な被験者であった被験者 B についてみ

てみる．この被験者は表 1からも分かる通り他の人が
作ったラベルへの書き込み数が 0である．その代わり
自分が作ったラベルに対して追加で書き込んだコメン

トは被験者の中で最も多い．これはこの被験者が一人

で練習することに孤独感を感じない，もしくは既に音

楽に対して自分一人で向きあえている可能性がある．

実際アンケートによって曲の難易度について 5段階で
調査したところ，他の被験者ほど難しく感じておらず，

この被験者はレベルが一段上だと言えるだろう．練習

に集中する，という点を考慮した場合，他の要素を排

除したいと思うのは当然であり，そういった人には本

システムが提供するコミュニケーション機能は特に必

要がないのではないかと考える．しかし，このような

利用者の場合は，本システムが提供するラベル非表示

機能を使えば，特に煩わしさなく使用することが可能

となる．また，他者と陽にやりとりする意図が無くと

も，自分のためにラベルを作成すると，これを他者が

見ることができるようになる．これにより，「同じ楽

曲を練習している者の存在」が伝わるので，他者の孤

独感解消に有用に作用する可能性が考えられる．また，

そのラベルの内容自体も他者にとって有用なものとな

ることも考えられる．よって，たとえ他者とコメント

を一切やりとりする意図が無い練習者であっても，本

システムを使うことには意義があると考える．  

表1  ラベルとコメントの数とその内訳 

 作成した

ラベルの

数 

他人のラ

ベルへの

コメント 

自分のラ

ベルへの

コメント 

合計 

被験者 A 7 3 1 11 

被験者 B 12 0 4 16 

被験者 C 9 3 1 13 

合計 28 6 6 40 
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5.4 特徴的なラベルの付け方 

ラベルについて，幾つか特徴的な付け方があったの

で紹介する． 
第 1は，楽譜の音符ではなく，楽譜のはじめに書い

てあるタイトルや作曲者名のところにラベルを付けた

事例である（図 4）．これは我々が最初に意図しては
いなかった用法だが，一人で練習していた場合では書

き込まれることはないであろうコメントである．この

ようなコメントは練習に新鮮さを与え，また他の人と

単に曲の練習に関わるものではない新たなコミュニケ

ーションにもつながると考える． 
第 2は，あるページ全部を覆うようなラベルが作成

された事例である．ページ全部について何かを書き込

みたい場合，我々としてはページの端などに書き込む

ことを想定していた．ラベルが大きくなると見づらく

なったり，また，ラベルの上に新たなラベルを作る場

合，一旦その場所に表示されているラベルを消す必要

があり面倒な作業が増えてしまったりするからである．

ビデオを見ると，この面倒さは被験者も実感している

ようであった．このような用法が生じた理由としては，

被験者がシステムに慣れていないことや，システムの

ユーザビリティがまだ低い状態にあるといった点が挙

げられよう．ある程度のラベル付けの指針的なもの

（あまり大きなラベルは推奨しない etc.）も用意し
ておいた方がよかったと思われる． 

5.5 孤独感の解消とモチベーション 

 ここで本システムにおいて肝となる孤独感を解消で

きるのか，モチベーションを維持・向上できるのかに

ついて，アンケート（表 2）を元に考察する．設問の
1～5 はモチベーション，6～9 は孤独感の解消に関わ

る質問で，それぞれ 5 段階（強い同意：+2～強い非
同意：-2）で評価してもらった． 
 結果を見ると，モチベーションと孤独感解消のいず

れについても他者から自分へのコメントに対する設問

に対する値が高いことが分かる（質問 3，7）．自分が
書いたコメントに対して何かコメントを貰うことで連

帯感・仲間意識が生じ，モチベーションにも好影響を

与えていると考えられる． 
ところが，自分はコメントをされたいと思う反面，

他の人のコメントに対する書き込みモチベーションは

あまり高くない（質問 2）．これは被験者数が少なか
ったことが原因として考えられる．他の人のコメント

に対してコメントする場合，そのコメントに共感でき

るかが重要となるが，被験者が少なかったので同じよ

うな考えを持った人が少なく，あまりコメントをしよ

うと思わなかったのではないかと考えられる．他の人

のコメントに対し，それとは違った考えを書き込み議

論していくこともシステム的にはできるが，ログを見

てみると他の人に対するコメントはすべて共感するコ

メントとなっていた．コメントは匿名であるが，争い

になりそうなコメントを避ける傾向にあるのではない

かと考える． 
 また，他の人がその人自身のために書いた書き込み

に仲間意識・連帯感はあまり感じないが，それを見た

いとは思うようである（質問 5，9）．この根底には他

 
図4  特徴的なラベル 

表2  孤独感，モチベーションに関するアンケート結果 

質問 平均 

（+2～-2） 

1.明日もピアノの練習をしたいと思います

か 

+0.33 

2.明日も他の人にコメントをしてあげたい

と思いますか 

-0.33 

3.明日も他の人から自分へのコメントを読

みたいですか 

+0.67 

4.明日も自分が関係しない他の人達の間で

行われているコメントのやりとりを読みた

いですか 

0 

5.明日も他の人がその人自身のために書い

た書き込みを読みたいですか 

+0.33 

6.他の人に対してコメントをしてあげるこ

とで仲間意識・連帯感を感じましたか 

0 

7.他の人から自分に対してコメントされる

ことで仲間意識・連帯感を感じましたか 

+1.00 

8.自分が関係しない他の人達の間で行われ

ているコメントのやりとりを読んで仲間意

識・連帯感を感じましたか 

-0.33 

9.他の人がその人自身のために書いた書き

込みを読んで仲間意識・連帯感を感じまし

たか 

-0.67 
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の人の書き込みを見ることで何かを得ようとする気持

ちがあると考える．仲間意識・連帯感をあまり感じな

かったのは，被験者数が少なく共感できる考えを持つ

仲間が少なかったためかもしれず，より多くの利用者

がいる状況では改善される可能性がある． 
5.6 その他の結果と考察 

最後にその他要素や自由記述のアンケートなどによ

って得られた情報をまとめる． 
練習回数については被験者の都合を考慮して実験日

時を指定したので多少ばらつきが出たが，平均練習時

間にはそれほど差は出ず 25 分程度だった．各練習時

間についても「体調が悪い」「忙しい」という日は短

くなっているが，その他の日については特に差は見ら

れなかった．より長い練習期間を取った場合，変化が

見られる可能性がある． 
アンケートによるとコメントを手動で表示したり非

表示にしたりするのが面倒だったようである．本シス

テムはラジオの深夜放送からヒントを得て製作したの

は先に述べた通りだが，ラジオでは本システムのコメ

ントにあたる「リスナーからのお便り」はパーソナリ

ティが読んでくれる．それに比べ本システムではラベ

ルは最初から表示状態だが，コメントはラベルをタッ

チして表示するようになっており，ユーザに求める操

作要素が増えてしまった．これは楽譜の可視性や自己

操作性を考慮した結果だが，今後はスコアトラッキン

グにより演奏箇所のラベルのコメントを自動表示する

ような受動的な要素を増やしたり，面倒となりそうな

動作を軽減したりしていく必要があると考える． 
また，本システムで書き込めるのは文字だけであり，

よく紙の楽譜で行われるリズムが合っているところに

縦線を引く等の文字以外の書き込みができないことに

対する不満が出た．これは本システムも細いラベルを

上手く作ることなどで代替は可能だが，手間がかかっ

てしまう．とはいえ，そのような文字以外の書き込み

も共有するとなるとさすがに楽譜が煩雑になってしま

う．これを回避し，且つ文字以外の書き込みができる

ようにするために，共有ラベルが表示されるものと別

の個人用シートを用意するのも有用かもしれない．個

人用シートは共有されないが，共有シート（本システ

ムにおいて共有されていた情報が表示されているもの）

でやりとりをしていて，個人用シートの交換の話が出

たときに交換できるような機能もあると，個人用シー

トによる個人作業が増えることにより連帯感が低下し

てしまうのを防げるであろう． 

6. おわりに 

本研究では楽譜を媒介としたピアノ独習者間におけ

る連帯感醸成システム BondScore の構成と，初期的な
ユーザスタディについて述べ，システムの有用性につ

いて検証した．結果，他の人から自分の書き込みに対

するコメントにより仲間意識や連帯感が生じ，再び相

手から自分へのコメントを読みたいというモチベーシ

ョンの維持向上にもつながることが分かった．一方孤

独感の解消やモチベーション維持向上につながらない

ように見えるデータもあったが，これはシステムの利

用者が増えると解消できると思われる．その他コメン

ト表示の操作性等のユーザビリティの面でより受動的

な部分を増やしていくことによる改善の可能性が見ら

れた．以上に加えコメントに録音した演奏も付加でき

る機能などの要素を考慮し改良していくことで，より

仲間意識や連帯感を生じさせ，ピアノ演奏練習のモチ

ベーションを維持向上させることができるシステムを

作っていけるのではないかと考えている． 
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